




















① 実質的意味である前項動詞＋ 実質的意味である後項動詞（Ｖ－Ｖ構造） 
 ② 実質的意味である前項動詞＋非実質的意味である後項動詞（Ｖ－ｖ構造） 
































































































（５）a. 録音テープを聞き直す。  

























































（13）a. 寝坊してバスに乗り遅れた。  
b. 寝坊してバスに間に合わず、乗れないでしまった。 
（14）a. 答えを言い損なう。 
b. 答えをまちがって言う。 
（15）a. 肝心な用件を言い損なう。 
b. 肝心な用件を言うべきことを言わないでしまう（言うことができない）。 
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（１２）（１４）では、「遅れる」「損なう」に対して連用修飾語「遅く」「間違って」
が対応しているが、（１３）（１５）の場合は、同じ後項動詞に対して連用修飾語では
なく他の表現が用いられている。 
（１２a）（１３a）、（１４a）（１５a）では、それぞれ同じ後項動詞が用いられている
が、文によって後項動詞の表す意味には違いがある。（１２a）（１４a）では「出す」
「乗る」という動作が実際に行われており、後項動詞「遅れる」「損なう」は、動作の
示す動き・状態・様子などを表す。一方、（１３a）（１５a）では、後項動詞の「遅れ
る」「損なう」が「乗る」「言う」という動作が行われていないことを示しており、こ
の場の後項動詞は前項動詞の動作成立の成否のみを表す。 
 
４． 終わりに 
本稿では、後項動詞の副詞性を認めた上での考察をしてみたが、以上の考察から後
項動詞は、前項動詞の表す動作の成立を表すと共にその動作の示す動き・状態・様子
などを表すか、単に動作の成立・未成立のみを表すかによって、連用修飾語を用いた
言い換えが可能・不可能であることが分かった。しかし、後項動詞の副詞的用法を考
える上で一つの方法に過ぎず、まだ課題はたくさん残っている。今後、複合動詞リス
トをもとに、辞書の意味記述および意味記述の中に表れる連用修飾語を検討し、後項
動詞の担う副詞的用法についてさらに考察を加えたいと思う。 
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